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日本人大学生の外国語学習に関するビリーフ
についての一考察
―短期留学プログラム参加者を対象とした BALLI 調査から―
山田　貴将
Abstract
　 The purpose of  this research is to investigate what kind of  beliefs about 
foreign language learning Japanese university participants in short-term study 
abroad programs have.  Based on BALLI (Beliefs about Language Learning 
Inventory) developed by Horwitz (1985, 1987, 1988), a Japanese translated 
questionnaire consisting of  34 items covering 5 fields (Foreign Language 
Aptitude, Difficulty of  Language Learning, Nature of  Language Learning, Learning 
and Communication Strategies, and Motivation) was administered to 20 students 
at Nanzan University who participated in study abroad programs for English 
speaking countries.  Results show that 100% of  the respondents agreed with the 
following 4 questions: “It is important to repeat and practice a lot,” “If  I learn 
English very well, I will have better opportunities for a good job,” “I want to 
learn to speak English well,” and “I would like to have American friends.”  This 
indicates a positive outlook toward foreign language learning. Furthermore, the 
fact that 95% of  these students agreed with “I would like to learn English so that 
I can get to know Americans better” demonstrates that they have an integrated 
motivation to deepen interpersonal understanding in learning English.  Raising 
awareness of  these beliefs is expected to contribute to making the short-term 
study abroad programs more effective in terms of  foreign language learning.
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1．ビリーフとは
　外国語学習ビリーフ（以下，ビリーフ）は，外国語学習に関して，学習者
個々人が大切にしている，又は当然と考えている個人的・主観的な考えであ
り，学習過程や成果に大きな影響を及ぼすと考えられている（Alexander and 
Dochy, 1995）。1980 年代後半から「学習者中心の授業」が標榜されるように
なるのに従い，数多くの研究が行われてきた。
　Horwitz（1987）は，ビリーフを多面的に把握，理解するために，①「外
国語学習の適性」，②「外国語学習の難易度」，③「外国語学習の特質」，④「学
習ストラテジーとコミュニケーションストラテジー」，⑤「動機と期待」の 
5領域・34項目の設問から成るBALLI（Beliefs About Language Learning Inventory）
を開発し，アメリカ国内の ESL（English as a Second Language）環境で英語を
学習する様々な文化背景を持つ英語学習者のビリーフ調査を行った。その結
果，外国語学習者の持つビリーフは多種多様であること，及び学習者の学習
ストラテジーや学習成果にも影響を与えていることを指摘した。
　本研究では，試行的に BALLI を用いて南山大学短期留学プログラムに参
加する学生のビリーフの傾向を探ることとする。
2．研究課題
　短期留学プログラムに参加し海外で英語を学ぼうとする大学生は，外国語
学習に関してどのようなビリーフを持っているか。
3．調査方法
　筆者が 2019 年 5 月～ 9 月にかけて担当した「短期留学プログラム A，
B1，B2」を履修する 25 名の内，サザンクロス大学（オーストラリア），及
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びカーティン大学シンガポール校（シンガポール）へ留学を予定している
21 名を対象とした。調査は，2019 年 7 月 10 日の第 3回事前授業時間内に
実施した。調査日当日に 1名の欠席があったため，20 名を最終分析対象と
した。表 1は，最終分析対象者の人数，学年，所属学部・学科を示している。
　調査は，BALLI の設問（巻末資料 1）を日本語に翻訳した上で，表現，及
び順序に若干の修正を加え，質問紙を作成して実施した。BALLI は，外国語
学習に関する 5領域・34 項目の設問から構成されおり，被験者は，5段階
のリッカートスケール（1.「強く同意する」，2.「同意する」，3.「どちらで
もない」，4.「反対する」，5.「強く反対する」）から 1つを選択するように指
示された。
　質問紙を回収後，各項目について平均値を算出し（1～ 5），全体的傾向
を把握する目的で稲葉（2014）にならい，1（強く同意する）と 2（同意する）
を合わせた割合を「肯定率」，4（反対する）と 5（強く反対する）を合わせ
た割合を「否定率」とした。
表 1
サザンクロス大学（オーストラリア） カーティン大学（シンガポール）
1年 5 8
2年 2 3
3年 2 0
4年 0 0
合計 9 11
学部 
（学科）
外国語（英米）1名，外国語（アジア）1名 外国語（アジア）1名
人文（キリスト教）1名 経済（経済）3名，経営（経営）2名
経済（経済）1名，経営（経営）1名 法学（法律）2名，
総合政策（総合政策）3名 国際教養（国際教養）1名
国際教養（国際教養）1名 理工（機械電子制御工学）2名
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表 2
BALLI 34 項目
1 外国語を学習するのは大人よりも子どもの方が簡単である。
2 外国語学習に特別な能力を持っている人がいる。
3 外国語として学習するのが簡単な言語と難しい言語がある。
4 英語は学ぶのがとても難しい言語である。
5 自分は英語をとてもうまく話せるようになると信じている。
6 日本人は外国語を学習するのが得意である。
7 外国語を良い発音で話すことは重要である。
8 外国語を話すためにはその国の文化を知る必要がある。
9 １つの外国語を話せる人はもう１つの外国語をより簡単に学習できる。
10 数学や科学が得意な人は外国語の学習は得意ではない。
11 外国語はその言語が話されている国で練習するのが一番良い。
12 母語話者と話して外国語を練習するのが好きだ。
13 外国語の単語を知らない場合，推測するのは構わない。
14 正しく話せるようになるまで外国語を話すべきではない。
15 自分は外国語を学ぶ特別な能力を持っている。
16 外国語学習の一番重要な部分は語彙を身に着けることである。
17 何度も繰り返したり練習したりすることは重要である。
18 男性より女性の方が外国語学習に向いている。
19 日本人は英語を話すことを重視している。
20 他の人の前で外国語を話すと緊張する。
21 入門期の外国語学習でよしとされた誤りを後に直そうとしても難しい。
22 外国語学習の一番重要な部分は文法を学習することである。
23
私は（その外国語を話す）相手のことをより深く知るために外国語を学びた
い。
24 外国語は聞いて理解するより話す方が簡単である。
25 CD 等から音声を聞いて練習することは重要である。
26 外国語の学習は他の教科の学習とは異なる。
27
外国語学習で最も重要なことは，母語からその外国語に翻訳する方法を身に
着けることである。
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　次章では，以下の 5つの観点から結果を示し，考察を加える。
（1）外国語学習の適性（Foreign Language Aptitude） / 9 項目
（2）外国語学習の難易度（The difficulty of  Language Learning）/ 6 項目
（3）外国語学習の特質（The Nature of  Language Learning）/ 6 項目
（4） 学習ストラテジーとコミュニケーションストラテジー（Learning and 
Communication Strategies）/ 8 項目
（5）動機と期待（Motivations and Expectations）/ 5 項目
4．結果
4.1　「外国語学習の適性」（項目番号：1，2，6，9，10，15，18，29，
32）
　ここは，外国語を習得するための才能や能力に関してのビリーフを扱って
いる。表 3には項目の平均値，肯定率，否定率が示されており，図 1の横
軸は項目番号，縦軸は肯定率と否定率の割合（％）を示している。また，本
章以降の表（表 4，5，6，7），及び図 （図 2，3，4，5）についても同様の表
示の仕方をしている。
　項目 1（「外国語を学習するのは大人より子供の方が簡単である」）は，肯
28 外国語がうまくなれば，良い職業を得ることにつながる。
29 ２カ国語以上の外国語を話す人はとても頭のよい人である。
30 外国語をうまく話せるようになりたい。
31 英語を話す友達が欲しい。
32 だれもが外国語を話せるようになる。
33
外国語を話したり聞いて理解するより，読んだり書いたりする方が簡単であ
る。
34
もし毎日 1時間外国語の勉強をすると，うまく話せるようになるにはどれく
らいの時間がかかるか。
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定率が 85％となっており，本領域の 9項目の内最も高い値を示している。
また，否定率も 5％と非常に低く，ほとんどの学生が，子供の方がより簡単
表 3
項目 設問 平均値 肯定率 否定率
1
外国語を学習するのは大人よりも子どもの方が簡
単である。
1.80 85.0% 5.0%
2 外国語学習に特別な能力を持っている人がいる。 2.90 35.0% 25.0%
6 日本人は外国語を学習するのが得意である。 3.25 10.0% 35.0%
9
１つの外国語を話せる人はもう１つの外国語をよ
り簡単に学習できる。
2.50 45.0% 5.0%
10
数学や科学が得意な人は外国語の学習は得意では
ない。
4.05 10.0% 80.0%
15 自分は外国語を学ぶ特別な能力を持っている。 3.95 5.0% 75.0%
18 男性より女性の方が外国語学習に向いている。 3.65 5.0% 45.0%
29
２カ国語以上の外国語を話す人はとても頭のよい
人である。
2.20 65.0% 0.0%
32 だれもが外国語を話せるようになる。 1.75 80.0% 5.0%
図 1　外国語学習の適性
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に外国語を学ぶことができると考えていることが分かる。
　項目 2（「外国語学習に特別な才能を持っている人がいる」）は，肯定率
35％，否定率 25％となっており，学生の認識が大きく分かれている項目で
ある。Horwitz（1987）の研究では 81% もの学生が肯定していることから，
ESL と EFL（English as a Foreign Language）という学習環境の違いが，異なる
学習者ビリーフの傾向を生み出している可能性が考えられる。また，肯定で
も否定でもない中立の立場をとる割合が 40％となっていることからも，外
国語学習の才能の有無については実のところよく分からないと考えている学
生が多いことが分かる。
　項目 6（「日本人は，外国語を学習するのが得意である」）の肯定率は 10％
と低く，日本人の外国語学習適性が高いと考えている学生は非常に少ないこ
とが分かる。しかし，その一方で，日本人の外国語適性を低いとみなしてい
る学生の比率も 35％と必ずしも高くはなく，55％の学生が肯定も否定もし
ない中立的な見方をしている。これは，文教大学文学部英米語英米文学科の
1年生 147 名を対象にした糸井（2003）研究結果（肯定 1.4%，否定 69.9%。
回答者数より筆者算出）とは大きく異なっている。海外で外国語を学ぼうと
いう意志を持つ短期留学プログラム参加学生は，その習得についてより前向
きなマインドセットを有しているのかもしれない。
　項目 9（「1つの外国語を話せる人はもう 1つの外国語をより簡単に学習
できる」）は，肯定率 45％，否定率 10％となっている。つまり，逆算する
と 45％もの被験者が，肯定も否定もしない中立の見方をしていることは何
を示唆しているのだろうか。本研究の被験者は，学部 1年生が多いため（20
名中 13 名），英語を使いこなし，更にもう 1つの外国語を学習しているよ
うな人物に出会う経験をまだ得ておらず，項目 9のような問いに対して，「ど
ちらとも言えない」態度を示したのではないだろうか。
　項目 10（「数学や科学が得意な人は外国語の学習は得意ではない」）は，
否定率が 80％となっており，理系科目が得意であることと外国語学習が得
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意ではないことを結びつけて考えていない傾向が強く見られる。
　項目 15（「自分は外国語を学ぶ特別な能力を持っている」）は，肯定率 5％，
否定率 75％となっており，自分自身には外国語を学ぶ特別な能力は備わっ
ていないと考える傾向が強いことが分かる。これは，Horwitz（1987）の
31％という肯定率と比べるとずいぶん低い値となっている。しかしながら，
一方で，項目 32（「だれもが外国語を話せるようになる」）の肯定率が 80％
に及んでいる点にも注目したい。この一見相反するような結果は，自分には
特別な能力がなかったとしても，いつかは外国語でコミュニケーションをと
ることができるようになると信じている学生が多いということを示してい
る。
　項目 18（「男性より女性の方が外国語学習に向いている」）は，肯定率 5％，
否定率 45％となっており，女性の外国語学習適性の方が高いというビリー
フを持つ学生はほとんどいないことが分かる。
　項目 29（「2か国語以上の言語を話す人はとても頭の良い人である」）は，
肯定率 65％となっており，過半数の学生が複数の言語を話す能力と一般的
知的能力とを結びつけて考える傾向が示された。
4.2　「外国語学習の難易度」（項目番号：3，4，5，24，33，34）
　学生が外国語の難易度をどう評価するのかは，学習へのコミットメントに
大きな影響を与えるという点で非常に重要である（Horwitz，1987）。以下，
具体的に 6項目の結果を示す。
　項目 3（「外国語として学習するのが簡単な言語と難しい言語がある」）に
ついては，85％という非常に高い肯定率が示されたことから，ほとんどの
学生が学びやすい言語とそうでない言語があると考えていることが分かる。
それでは，学生は英語を学ぶのが難しいと考えているのだろうか。項目4（「英
語は学ぶのが大変難しい言語である」）は，肯定率 40％，否定率 10％であり，
肯定も否定もしていない割合が 50％になっていることから，英語を難しい
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言語であると考えるグループと，どちらとも言えないとするグループとに二
分している。
表 4
項目 設問 平均値 肯定率 否定率
3
外国語として学習するのが簡単な言語と難しい言
語がある。
1.80 85.0% 5.0%
4 英語は学ぶのがとても難しい言語である。 2.75 40.0% 10.0%
5
自分は英語をとてもうまく話せるようになると信
じている。
2.40 55.0% 10.0%
24
外国語は聞いて理解するより話す方が簡単であ
る。
2.95 30.0% 30.0%
33
外国語を話したり聞いて理解するより，読んだり
書いたりする方が簡単である。
2.20 65.0% 5.0%
34
もし毎日 1時間外国語の勉強をすると，うまく話
せるようになるにはどれくらいの時間がかかる
か。
2.84 ― ―
図 2　外国語学習の難易度
ϬйϭϬйϮϬйϯϬйϰϬйϱϬйϲϬйϳϬй
ϴϬйϵϬйϭϬϬй
ϯ ϰ ϱ Ϯϰ ϯϯߢఈི ൳ఈི
山田貴将
266
　項目 5（「自分は英語をとてもうまく話せるようになると信じている」）は，
肯定率 55％で過半数の学生が将来的には高いレベルの英語スピーキング力
を獲得することができるというビリーフを持っている。
　項目 24（「外国語は聞いて理解するより話す方が簡単である」）については，
肯定率・否定率ともに 30％であり，学生のビリーフ傾向が完全に二分して
いることが分かる。一方で，項目 33（「外国語を話したり聞いて理解するよ
り，読んだり書いたりする方が簡単である」）についではどうだろうか。肯
定率 65％，否定率 5％となっており，リスニングとスピーキングに対して
苦手意識を持っている被験者の割合が圧倒的に多い。
　項目 24 と 33 を併せると，本研究の被験者は，①リーディングとライティ
ングに比べ，スピーキングとリスニングに対してより高い苦手意識を持って
おり，②スピーキングとリスニングに対する苦手意識はほぼ同レベルである
ことが分かる。この傾向は，株式会社プログリットの実施した「英語学習に
おける課題」の結果と合致している。同調査では，英語 4技能の内，課題感
を覚えている英語学習者の割合は，スピーキング（90.5%），リスニング
（83.5%），リーディング（40.4%），ライティング（40.6%）となっており，
スピーキングとリスニングに対する課題意識の割合は同レベルであるが，
リーディングとライティングに比べて圧倒的に高いことが明らかとなった。
（https: //prtimes.jp/main/html/rd/p/000000034.000020729.html）
　項目 34（「もし毎日 1時間外国語の勉強をすると，うまく話せるようにな
るにはどのくらいの期間がかかるか」）という設問に対しては，5段階（「1．
1 年以内」，「2．1 ～ 2 年」，「3．3 ～ 5 年」，「4．5 ～ 10 年」「5．1 日に 1
時間だけでは身につかない」）の内 1つを選択してもらった。「1年以内」と
回答した被験者はわずか 5.3％であるのに対し，「1～ 2年」及び「3～ 5年」
で 70％以上を占めている（それぞれ，31.6%，42.1%）。また，「1日に 1時
間だけでは身につかない」とする学生も 5.3％いた。
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4.3　「外国語学習の特質」（項目番号：8，11，16，22，26，27）
　この領域では，外国語学習の特質に関わる広い範囲のイシューが扱われて
表 5
項目 設問 平均値 肯定率 否定率
8
外国語を話すためにはその国の文化を知る必要が
ある。
2.10 70.0% 15.0%
11
外国語はその言語が話されている国で練習するの
が一番良い。
2.05 84.2% 5.3%
16
外国語学習の一番重要な部分は語彙を身に着ける
ことである。
2.60 50.0% 20.0%
22
外国語学習の一番重要な部分は文法を学習するこ
とである。
2.85 35.0% 25.0%
26 外国語の学習は他の教科の学習とは異なる。 2.10 70.0% 5.0%
27
外国語学習で最も重要なことは，母語からその外
国語に翻訳する方法を身に着けることである。
3.15 30.0% 35.0%
図 3　外国語学習の特質
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いる。ESL 環境で学ぶ Horwitz（1987）の調査対象者と EFL 環境で学ぶ本研
究の被験者とで，全 6項目中 4項目において同様の傾向が確認されたのは
驚きであった（項目 8：本研究 70％，Horwitz63％ / 項目 11：本研究 84.2％，
Horwitz94％ / 項目 16：本研究 50％，Horwitz50％ / 項目 26：本研究 70％，
Horwitz69％）。
　項目 8（「外国語を話すためにはその国の文化を知る必要がある」）は，肯
定率 70％，否定率 15％であり，外国語でコミュニケーションを図る上で，
文化に関する知識が重要な役割を果たすと考えている被験者の割合が高いと
言えよう。
　項目 11（「外国語はその言語は話されている国で練習するのが一番良い」）
は，肯定率 84.2％，否定率 5.3％とはっきりとした肯定傾向が見られる。こ
のような高い肯定率につながった要因の 1つとして，被験者は短期留学プロ
グラムへの参加予定者であり，海外で外国語を学ぶことに対してより強い関
心を持っているということが考えられる。
　項目 16（「外国語学習の一番重要な部分は語彙を身に着けることである」）
については，肯定率 50％，否定率 20％となっている。一方，項目 22（「外
国語学習の一番重要な部分は文法を学習することである」）の肯定率は
35％，否定率は 25％となっている。これらの結果から，文法学習に比べて
語彙学習をより重要だと考える被験者の割合が多いことが伺える。
　項目 26（「外国語の学習は他の教科の学習とは異なる」）は，肯定率
70％，否定率 5％であり，外国語学習と他教科の学習とを切り分けて考えて
いる被験者が多いことが分かる。
　項目 27（「外国語学習で最も重要なことは，母語からその外国語に翻訳す
るする方法を身に着けることである」）は，肯定率 30％，否定率 35％となっ
ている。「英語は英語で」と母語を介する英語学習に否定的な主張がしばし
ば聞かれる日本の EFL 環境で学習してきたにも関わらず，本研究の被験者
の訳読式学習法に対する「否定してはいない割合」（全体から否定率を差し
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引いた割合）が 65％にも及んでいることは注目に値するだろう。
4.4　「学習ストラテジーとコミュニケーションストラテジー」（項目番号：7，
12，13，14，17，20，21，25）
　Wenden（1987）は，学習ストラテジーは，学習者の持つビリーフによっ
て形成されると述べ，言語使用（using the language）に重きを置いている学
習者と言語知識（learning about the language）をより重視している学習者の用
いるストラテジーは異なると指摘した。前者の学習者は，コミュニケ―スト
ラテジーを最大限に活用するが，後者は，認知ストラテジーを用いる傾向が
強くなると考えられる。
　本領域の結果を分析することで，被験者がコミュニケーションストラテ
ジーと認知ストラテジーのどちらをより志向しているのか，その傾向をつか
むことができるのではないだろうか。
　項目 7（「外国語を良い発音で話すことは重要である」）は，肯定率 45％，
否定率 5％となっている。肯定率は 45％に留まっているが，否定率も 5％と
非常に低い点が特徴的である。
　項目 12（「母語話者と話して外国語を練習するのが好きだ」）は，肯定率
が 60％となっており，過半数の学生が英語母語話者との実際の言語使用を
通じて英語力の向上を図りたいと考えていることが伺える。また，5％とい
う否定率から，英語母語話者との会話練習に非常にマイナスのイメージを感
じている学生は非常に少ないことが分かる。
　項目 13（外国語の単語を知らない場合，推測するのは構わない）は，肯
定率 75％，否定率 15% であり，コミュニケーションを図るために推測とい
う認知ストラテジーを用いることに対して肯定的なビリーフを持っている割
合がかなり高くなっている。
　項目 14（「正しく話せるようになるまで外国語を話すべきではない」）の
肯定率は 0％となっている。更に，項目 21（「入門期の外国語学習でよしと
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された誤りを後に直そうとしても難しい」）の肯定率は 15％と低い。これら
の結果から，外国語の誤りは後に直すことができるのだから，入門期の学習
表 6
項目 設問 平均値 肯定率 否定率
7 外国語を良い発音で話すことは重要である。 1.95 45.0% 5.0%
12 母語話者と話して外国語を練習するのが好きだ。 2.10 60.0% 5.0%
13
外国語の単語を知らない場合，推測するのは構わ
ない。
2.25 75.0% 15.0%
14
正しく話せるようになるまで外国語を話すべきで
はない。
4.30 0.0% 85.0%
17
何度も繰り返したり練習したりすることは重要で
ある。
1.40 100.0% 0.0%
20 他の人の前で外国語を話すと緊張する。 2.80 45.0% 25.0%
21
入門期の外国語学習でよしとされた誤りを後に直
そうとしても難しい。
3.30 15.0% 45.0%
25
CD 等から音声を聞いて練習することは重要であ
る。
1.65 95.0% 0.0%
図 4　学習ストラテジーとコミュニケーションストラテジー
ϬйϭϬйϮϬйϯϬйϰϬйϱϬйϲϬйϳϬйϴϬй
ϵϬйϭϬϬй
ϳ ϭϮ ϭϯ ϭϰ ϭϳ ϮϬ Ϯϭ Ϯϱߢఈི ൳ఈི
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者が現時点で正確に言えなかったとしても，口に出した方が良いと考える傾
向が強いと言えよう。
　項目 17（「何度も繰り返したり練習したりすることは重要である」）は，
本領域で唯一肯定率 100％となった。また，項目 25（「CD 等から音声を聞
いて練習することは重要である」）の肯定率も 95％と非常に高くなっている。
これらの結果から，外国語学習において，音声を用いた反復練習は欠かすこ
とのできない手段であるとほとんどすべての被験者が強く信じていることが
分かる。
　項目20（「他の人の前で外国語を話すと緊張する」）の肯定率は45％であり，
半数近くの学生が人前でのスピーキング活動に不安感や苦手意識を持ってい
ると言える。
4.5　「期待と動機」（項目番号：19，23，28，30，31）
　Gardner（1968）は，動機を統合的 （integrative）動機と道具的（instrumental）
動機に分類した。外国語学習の文脈の中でこれらの動機について考えてみる
と，統合的動機とは，目標言語を話す集団に社会的，文化的，精神的に溶け
込みたいという思いから，外国語を学ぼうとする動機のことである。一方，
道具的動機とは，社会的地位を得たい，試験に合格したいといったように，
ある目標を達成する手段として外国語を学ぼうとする場合の動機のことを言
う。本領域では，項目 23 が統合的動機を，項目 28 が道具的動機を示して
いる。
　項目 19（「日本人は英語を話すことを重視している」）は肯定率 75％，否
定率 10％であることから，大部分の学生が，英語を話せることが日本では
重要な意味を持つと認識していると言える。
　項目 23（「私は （その外国語を話す）相手ことをより深く知るために外国
語を学びたい」）の 95％という肯定率は，ほとんどの学生が，対人理解とい
う統合的な動機に支えられて外国語を学びたいと考えていることを示してい
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ると言えよう。一方，前出の糸井 （2003）の研究では，本項目の肯定率は
61.2％（回答者数より筆者算出）に留まっている。この 2つの研究結果の差
異の背景には，本研究の被験者は短期留学プログラムに参加を予定している
者であり，外国語学習に関してより統合的な動機を持っている可能性がある
表 7
項目 設問 平均値 肯定率 否定率
19 日本人は英語を話すことを重視している。 2.30 75.0% 10.0%
23
私は（その外国語を話す）相手のことをより深く
知るために外国語を学びたい。
1.60 95.0% 0.0%
28
外国語がうまくなれば，良い職業を得ることにつ
ながる。
1.40 100.0% 0.0%
30 外国語をうまく話せるようになりたい。 1.15 100.0% 0.0%
31 英語を話す友達が欲しい。 1.35 100.0% 0.0%
図 5　動機と期待
ϬйϭϬйϮϬйϯϬйϰϬйϱϬйϲϬйϳϬй
ϴϬйϵϬйϭϬϬй
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と考えられる。
　項目 28（「英語がうまくなれば，良い職業を得ることにつながる」），項目
30（「外国語をうまく話せるようになりたい」），項目 31（「英語を話す友達
が欲しい」）の肯定率は共に 100％となっている。上述したように，被験者は，
短期留学プログラムへの参加予定者であることから，元々英語を身に着ける
ことに並々ならぬ関心を持っており，英語力を向上させることによってキャ
リアアップにつなげたいと考えている傾向が強いと思われる。また，英語を
身に着ける上で，英語を話す友達の存在を重要視していることも本被験者の
特徴である。
5．考察
　今回のビリーフ研究の結果は，被験者数が 20 名と少なかったため，その
結果を一般化することは決してできないが，外国語教育に携わる者にとって
多くの気付きを与えてくれるものである。Nishioka（2002）は，“Awareness 
of  the beliefs that my students bring to the classroom can help me to become not only 
more realistic setting goals but also to provide more thoughtful guidance for my 
students”と述べ，学習者ビリーフへの気付きが教師と学習者にもたらすメ
リットについて説明している。短期留学プログラムが抱える時間的制約（多
くのプログラムが 2～ 4 週間である）という問題を鑑みると，教師が事前
に学生の外国語学習に関するビリーフを把握しておくことによって，実態に
即した目標設定が可能になり，より効果的な事前事後授業の提供に資するの
ではないかと考える。
　本章では，前章（結果）の内，実際の教育現場で活かすという観点から，「外
国語学習の特質」，「学習ストラテジーとコミュニケーションストラテジー」，
「期待と動機」に着目して学習者ビリーフを考察する。
　先ず，「外国語学習の特質」の項目 8（「外国語を話すためにはその国の文
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化を知る必要がある」），及び「期待と動機」の項目 23（「私は（その外国語
を話す）相手のことをより深く知るために外国語を学びたい」）の肯定率が，
それぞれ 70％，95％と非常に高い値を示していることから，短期留学プロ
グラムへの参加学生は，英語によるコミュニケーション能力を高めることだ
けを目的としているわけではないことが読み取れる。つまり，参加学生の多
くは，外国語そのものの学習に力を入れるだけではなく，対象言語が話され
ている国の文化や人々をより深く理解したいという統合的動機を持っている
と考えられる。
　筆者の担当した「短期留学プログラム（A，B1，B2）」では，短期留学終
了後の授業 2コマ分を使って「帰国報告会」と銘打った英語によるプレゼン
テーションコンテストを実施した。留学先でグループごとに現地の文化に関
するテーマについて各種リサーチを行い，その結果をプレゼンテーションと
して完成させ英語で発表するプロセスは，参加者の外国文化を学ぶことに対
するニーズを満たしながら，外国語運用能力そのものも向上させることがで
きたという点で，学習者ビリーフに合致したものであったと言えよう。
　次に，「学習ストラテジーとコミュニケーションストラテジー」における
項目 17（「何度も繰り返したり練習したりすることは重要である」）と項目
25（「CD 等から音声を聞いて練習することは重要である」）の肯定率がそれ
ぞれ100％と95％と非常に高くなっている点に着目する。これらの結果から，
学生は，反復的リスニング学習に非常に強い価値観を持っていることが分か
る。この学習者ビリーフに基づかず，テキストベースで反復的要素の少ない
タスクばかりを課してしまったとしたら学習者の意欲を低下させてしまうか
もしれない。Nunan（1995）は，誤り訂正（error correction）の重要性につい
て学習者と教師の間で認識の違いがあることを発見し，学習過程における学
習者と教師のビリーフの相違が学習意欲の妨げになる可能性を指摘した。筆
者が担当している短期留学プログラムでは，留学先の外国語研修の実施は現
地の大学に委任しているが，学習者（短期留学プログラム参加者）と教師（現
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地の語学教師）との間に大きなビリーフギャップが生じることによって発生
する学習阻害リスクを回避しなければならない。また，参加者にとってより
効果的な留学経験を提供するために，今後は，現地大学の教学担当者と学習
者ビリーフに係る情報を共有する仕組み作りが求められると考える。
6．今後の課題
　本研究によって，筆者の担当した短期留学プログラムの参加学生が，外国
語学習に対してどのようなビリーフを持っているのか，その全体的傾向を一
定程度は明らかにすることができたのではないかと思う。しかしながら，質
問紙を用いて特定の国や地域の学習者を十把一絡げに扱うような量的研究に
は限界があると言えるのかもしれない。実際に学習者が置かれている環境や
学習者の特性がビリーフに与える影響を踏まえ，同じ国や地域出身の学習者
であっても，そのビリーフは必ずしも同じではない。今後の研究では，質問
紙だけではなく，グループディスカッションや必要に応じて一人ひとりの学
習者にヒアリングを実施するなどして，学習者の個別性にもアプローチをす
べきであろう。
　また，BALLI を使用したビリーフ調査は，学習者のビリーフを固定したも
のとして捉えてしまうという点で，状況によって変化するビリーフを描きだ
すことはできないのかもしれない。今後は，ビリーフの流動性，つまり，ビ
リーフは静的で固定されたものではなく，内的・外的要因によって常に流動
的に変化しながら形成されていく点を踏まえた研究が期待される。
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巻末資料 1
Beliefs About Language Learning Inventory (BALLI), ESL student version, Horwitz(1987)
1.  It is easier for children than adults to learn a foreign language.
2.  Some people have a special ability for learning foreign languages.
3.  Some languages are easier to learn than others.
4.  English is (1) a very difficult language (2) a difficult language (3) a language of  medium difficulty (4) 
an easy language (5) a very easy language.
5.  I believe that I will learn to speak English very well.
6.  People from my country are good at learning foreign languages.
7.  It is important to speak English with an excellent pronunciation.
8.  It is necessary to know about English-speaking cultures in order to speak English.
9.  You shouldn’t say anything in English until you can say it correctly.
10.  It is easier for someone who already speaks a foreign language to learn another one.
11.  People who are good at mathematics or science are not good at learning foreign languages.
12.  It is best to learn English in an English-speaking country.
13.  I enjoy practicing English with the American I meet.
14.  It's o.k. to guess if  you don't know a word in English.
15.  If  someone spent one hour a day learning a language, how long would it take them to speak the 
language very well: (1) less than a year (2) 1―2 years (3) 3―5 years (4) 5―10 years (5) You can’t 
learn a language in 1 hour a day.
16.  I have a special ability for learning foreign languages.
17.  The most important part of  learning a foreign language is learning vocabulary words.
18.  It is important to repeat and practice a lot.
19.  Women are better than men at learning foreign languages.
20.  People in my country feel that it is important to speak English.
21.  I feel timid speaking English with other people.
22.  If  beginning students are permitted to make errors in English, it will be difficult for them to speak 
correctly later on.
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23.  The most important part of  learning a foreign language is learning the grammar.
24.  I would like to learn English so that I can get to know Americans better.
25.  It is easier to speak than understand a foreign language.
26.  It is important to practice with cassettes or tapes.
27.  Learning a foreign language is different than learning other academic subjects.
28.  The most important part of  learning English is learning how to translate from my native language.
29.  If  I learn English very well, I will have better opportunities for a good job.
30.  People who speak more than one language are very intelligent.
31.  I want to learn to speak English well.
32.  I would like to have American friends.
33.  Everyone can learn to speak a foreign language.
34.  It is easier to read and write English than to speak and understand it.
